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ITと環境問題

NTT DATA AgileNet
パロアルトオフィス
拠点長
本城 啓史

IT潮流

注目される環境問題

シリコンバレーのベンチャーキャピタル

の投資先は、常にライフサイエンス分野と

ソフトウェア分野が1位、2位を争ってい

るが、2009年は異変があった。グリーン

技術分野がソフトウェア分野を抜き第2位

となったのである。オバマ政権のグリー

ンニューディール政策の後押しもあり、新

しい企業による様々なグリーン技術の実

証実験がはじまっている。

IT企業の環境への取り組み

IT企業もCSR（企業の社会的責任）や企

業ブランドイメージ向上のため、様々な

環境への取り組みを行っている。

全世界の二酸化炭素排出量の約2%を、

データセンターなど ITシステムが占める

といわれている。Googleや Intelが中心に

なって設立した非営利団体Climate Savers 

Computing Initiative※1は、2010年の終わ

りまでにコンピュータによる電力消費を

50%削減、二酸化炭素排出量を5,400万

トン削減することを目指している。他の

環境関連団体もおおむね同様の目標を掲

げ、電力消費や二酸化炭素排出量の削減

を推進している。

IT企業の代表的な取り組みを下記に挙

げる。

低消費電力PC・サーバやクラウド型1. 
データセンタの導入、太陽光発電の設
置による直接的な電力消費削減

製造時における材料の選別、流通時に2. 
おける簡易パッケージング、製品リサ
イクルなどによる環境負荷低減

TV会議システムやテレワーキングの導3. 
入による通勤や移動時の二酸化炭素排
出量削減

社会インフラとしての、効率的な流通4. 
の仕組み、高度な交通管理、スマート
グリッド導入による、大規模かつ長期
的な環境負荷低減の取り組み

上記の1～3は企業内の取り組みであり、

目標設定やプロセス実施は企業の状況に

※ 1 http://www.climatesaverscomputing.org/
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合わせて取り組むことができる。また定

量的な結果を外部にアピールすることも

それほど困難ではない。例えば、TV会議

システムを導入したことで年間出張費を

半減し、ひいては航空機の二酸化炭素排

出量を削減した、というような発表はよ

くなされている。

ITでの環境問題解決

一方、社会インフラのように大規模な

ITでの環境問題解決は長期的な取り組み

でもあり、定量的な結果がすぐに出るわ

けではない。大規模 ITでの環境問題解決

方法を下記に記す。

効率的な流通システム1. 
在庫管理、製造管理、物流における最適輸送路

決定などにセンサー・RFID・GPSとインターネッ
トを駆使することで、製品が製造されてから、

顧客に納品されるまでの期間および配送距離の

最短化が可能。輸送に、米国EPA（環境保護庁）
が展開しているSmartWayプログラムのような
低二酸化炭素排出車両を使用することで、さら

なる効果が期待できる。

高度な交通管理2. 
道路に設置した各種センサーからの情報を基に、

信号制御や車両からの課金を行い、交通渋滞緩

和を実現。渋滞による二酸化炭素排出量が削減

されると共に、物流の最適化も期待できる。

スマートビルディング3. 
ビル全体の空調管理・電力使用量管理・セキュリ

ティ管理をきめ細かく一元管理することで、ビ

ル全体の消費電力を数%～10%程度削減可能。

スマートグリッド4. 
家庭や工場に設置されたスマートメーターから、

携帯電話網もしくは有線インターネット網を用

いて情報を取得・制御し、電力の最適発電・供給

を行う。大規模なインフラやデータ通信網、デー

タセンタなどが必須であり、多額の投資が必要

なため、ビジネスモデルの確立には課題がある。

このような大規模プロジェクトは世界

各国で実証実験が開始されており、3年か

ら5年かけて実用的なレベルまで成熟して

いくと見られている。

今後の ITへの期待

社会インフラなどの大規模な環境問題

を解決するには ITを欠かすことはできな

い。THE CLIMATE GROUPが発表した

報告書SMART 2020※2は、ITの活用に

よって2020年に78億トンの温室効果ガス

の排出削減効果が得られるとしており、こ

れは2020年の全世界の排出量の約15%に

相当する。

冒頭に述べたように、資金や人材がこ

の分野に集結しつつある今、さらなる IT

のイノベーションが期待される。

※ 2 http://www.smart2020.org/publications/
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Twitterなどのマイクロブログやスマート

フォン普及による位置情報の利用やAR
（Augmented Reality）と呼ばれる拡張現実

などのリアルタイムサービスがコンシュー

マ市場で急速に普及している。

検索サービスでも情報のリアルタイム性が

重要視されはじめており、また、リアルタイ

ムサービスを実現するための要素技術も普

及しつつある。

本稿では、これらのリアルタイムサービス

の動向と今後のエンタープライズ ITに与え

る影響について述べる。

はじめに

「つぶやき」といわれるTwitterなどのマ

イクロブログは、140文字以内のメッセー

ジ配信システムである。短文で気軽に入

力できることから利用者数を大きく伸ば

しており、2009年に最も躍進したサービ

スといわれている（図 1）。これらの「つぶ

やき」は、ごく個人的なつぶやきから、企

業でのカスタマーサポート、キャンペー

ン情報配信まで、様々な用途に利用され

ている。

短文入力は携帯電話やスマートフォン

からの利用に適しており、モバイル機器

からの利用者数が急速に伸びている。例

えば、Twitterには一日あたり約300万人

がアクセスしている。そのなかでモバイ

ル環境からアクセスしている割合は10%

であり、この割合は今後も伸びると予想

される。

このようなマイクロブログへの書き込

み情報を検索・分析するサービスも出現し

ており、リアルタイム情報の重要度も増

している。

iPhoneやAndroid携帯などのスマート

フォンの普及と相まって、これらのサー

ビスは世界的に普及しつつある。

本稿では、このようなコンシューマ市

場での様々なリアルタイムサービスの動

向について解説し、それらがエンタープ

ライズ ITにどのような影響を与えるかに

ついて述べる。

リアルタイムサービス動向

マイクロブログ

Twitterに代表されるマイクロブログは

2009年から急速に普及した。現在では

ソーシャルネットワークサービス（SNS）



5

 Column 2

 Report 2

Column1

 Report 1

潮流IT

Vol. 39 Spring
2010

の付加サービスや、Googleの新サービス

Google Buzzなど、多様なマイクロブロ

グサービスが提供されている。

リアルタイム検索・分析

従来のウェブ検索は、「多くの良質な

ページからリンクされているページは、

やはり良質なページである」というGoogle

のPage Rankの考え方に代表されるよう

に、入力された検索キーワードに関連性

があり、なおかつ、多くのサイトからリ

ンクされているウェブサイトを検索する。

ただし、リアルタイムで「現在何が流

行っているか？」といったことを調べるに

は別の仕組みが必要である。 他のページ

からリンクされるにはある程度の時間が

かかるため、リアルタイム性が高いペー

ジは、従来型のウェブ検索では効率的に

検索できなかった。

Twitterなどのマイクロブログ、Facebook

などのSNSからのフィードなど、様々な

リアルタイムコンテンツを利用して、リア

ルタイムに何が流行しているかを検索す

るサービスを、リアルタイム検索と呼ぶ。

リアルタイム検索サービスの出現によ

り、世の中のトレンド検索や、企業内で

どのようなトピックが話題になっている

か分析することがより容易になった。

また、Asterisqが提供するmentionmap

は、Twitterのユーザ名やキーワードを入

力すると、Twitterのユーザ同士がどのよ

うな話題で結びついているのかをビジュ

（筆者作成）

図1 Twitter画面例

サードパーティ製専用
クライアントのTwitter画面

フォローしているユーザが公開して
いるメッセージが表示される。

相互にフォローしている場合は、
非公開のDM（ダイレクトメッセージ）
を送付することも可能。
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アルに表示するサービスである（図 2）。

このように、リアルタイムウェブ検索技

術は従来と異なる技術を必要とし、今後

は単なる検索とは異なる使われ方をされ

るだろう。

カメラで撮影した写真を基に画像認識

を行い、その情報を検索するサービスで

あるGoogle Gogglesも、リアルタイム検

索の一例である。このサービスはすでに

iPhoneやAndroid携帯のアプリケーショ

ンとして提供されている。観光地のラン

ドマーク（エッフェル塔や自由の女神な

ど）や、ワインやビールのラベルの写真を

携帯電話のカメラで撮影すると、その画

像を認識してインターネットで検索する

ことができる（図 3）。

拡張現実（Augmented Reality: AR）

拡張現実とは、現実の風景画面上に仮

想的に作り出された情報を重ねて表示し、

様々な付加情報をリアルタイムで見られ

るようにしたものである。専用ゴーグル

が必要なものもあるが、携帯電話のカメ

ラのみを用いるWikitudeやセカイモンな

どのサービスもすでに開始されている。

これらのサービスは、携帯電話に搭載さ

れたGPSによる位置情報とコンパス機能

による方角情報を取得し、携帯電話のカ

（筆者作成）

図2
Asterisqのmentionmapで
オバマ大統領のTwitterアカウント"BarackObama"を検索
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メラが向いている方角の情報を検索し、

画面に重ねて表示するものである（図 4）。

現在の使い勝手については改善の余地が

あるが、見知らぬ土地で周辺の情報を知

りたい時は、単なる地図情報よりわかり

やすい場合もある。博物館や観光地での

情報提供や、アメリカにある大型ショッ

ピングモールでも使えそうである。将来

的には自動車のナビゲーションシステム

と連動して利用する可能性もあるだろう。

このように、すでに様々なリアルタイ

ムサービスが出現しており、今後もスマー

トフォンの普及とあわせてさらなる新

サービスが期待される。

（筆者作成）

図3 Google Gogglesでのビールのラベル認識と検索

写真を撮影 画像を撮影 認識した結果で検索

図4
WikitudeでStanford大学周辺
の様子を写した携帯画面（上）に
検索情報を重ねて表示（下）

（筆者作成）
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リアルタイムサービスを
支える技術

スマートフォン

iPhone、Android携帯、Blackberryといっ

たスマートフォンの出現と爆発的な普及

は、リアルタイムサービス普及の最大の

要因である。米国では、新規契約の20%

以上がスマートフォン契約であり、2011

年には台数ベースでPCを超えると予想さ

れている（図 5）。

スマートフォンがリアルタイムサービ

スに適している理由を次に述べる。

図5 スマートフォンとPCの販売予想 

（RBC Capital Markets Estimates "Smartphone Sales To Beat PC Sales By 2011"を基に筆者作成）
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様々なアプリケーションの開発・提供 1. 
が可能

リアルタイムサービスの多くは、PCでも動作す
る。Twitterなどへの短文入力であればスマート
フォンでも可能であるが、PCのTwitterクライ
アントと併用している利用者が多い。様々なア

プリケーションが無料もしくは小額で入手でき、

インストールや設定作業がほぼ不要なことも利

用者数を増やしている理由である。

また、これらのアプリケーションではプッシュ

方式の接続や、利用者への通知機能なども使え

るようになっており、よりリアルタイム性のあ

るサービスが提供可能となっている。

定額制料金2. 

米国では、iPhone、Android携帯、Blackberry
のインターネット接続を月額$25～ $40で制
限なく利用できるので、利用者はいつでもアプ

リケーションを起動してリアルタイムサービス

を利用できる。無償もしくは低価格の公衆無線

LANも普及しており、いくつかのアプリケーショ
ンのなかには携帯網ではなく、無線LAN環境を
推奨しているものもある。

GPSやコンパス等の位置情報3. 

GPSと3次元コンパス機能によって、高精度な
位置情報を取得することができ、それらの情報

をアプリケーションから利用することが可能で

ある。

シンプルなインタフェース4. 

スマートフォンの文字入力には限界があるが、

これがかえってタッチスクリーンとジェスチャ

機能によるビューワとしての機能に特化させ、

優れた操作性を実現している。

クラウドコンピューティング

スマートフォンはビューワに特化した

端末であり、処理の多くはサーバ側で実

行されている。そういう意味では、スマー

トフォンはクラウド端末として普及して

いるといっても過言ではない。

特にリアルタイムサービスは、サーバ側

に計算処理や大量通信による負荷がかか

るため、負荷に応じてサーバの台数を動

的にスケールできるクラウドコンピュー

ティングサービスとの相性が良い。

ただ、現在一般に提供されているクラ

ウドコンピューティングサービス（パブ

リッククラウド）は、非常に安価な計算処

理に比べて、ネットワーク転送料は安く

はない場合があり、大量のトラフィック

が発生するリアルタイムサービスの場合

は注意が必要である。

複数サーバ間のマッシュアップ

リアルタイムサービスの多くは、単独

サービスではなく、複数リソースの同時

検索、状況認識した結果を検索するなど、

複数サービスを組み合わせて実現されて

いる。

サーバ側で実現している異なるサー

ビスとの連携は、5年前からWeb 2.0で



10 USInsight Vol.39 Spring 2010

 Column 2

 Report 2

Column1

 Report 1

潮流IT

流行している公開APIと、最近導入が

はじまった、サーバ間通信を行う技術

PubSubHubBubなどの普及が鍵である。

Web 2.0の普及と共に、多くのサービスで

は外部から利用できるAPIを公開するよ

うになってきた。しかし、リアルタイム

サービスで公開APIを呼び出している場

合、大量のAPI呼び出しが発生し、他のサー

ビスに対して負荷をかける可能性がある。

また、APIの呼び出しがあまりに多い場

合は、そのサイトを意図的にダウンさせ

るネットワーク攻撃DoSなどと勘違いさ

れて、通信を遮断されることもありうる。

そのようなリスクを回避し、リアルタイ

ムサービスに適した通信方式を提言して

いるのがPubSubHubBubなどの通信方式

である。これは、コールバックを行うこ

とでDoS攻撃を防ぎ、また、ハブを経由

することで、他のシステムに負荷を与え

ない仕組みである（図 6）。

図6 PubSubHubBubの仕組み

（筆者作成）
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サービス
提供者

Hub
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リアルタイムサービスの
エンタープライズITへの影響

リアルタイムサービスの企業利用

Twitterなどのコンシューマ系リアルタイ

ムサービスを企業内で利用する場合、いく

つか注意するべき点がある。まず、多く

のマイクロブログは広く一般に公開されて

いる、ということである。オープンなサー

ビスであるため、誰でも検索することが

できる。したがって、企業内の機密事項

は当然掲載することはできない。ただし、

多くの企業で電子メールの増加により、

すべての電子メールが読みきれない状況

が発生していることから、電子メールを

削減する取り組みとしては期待できる。

例えば、筆者の所属する米国西海岸の拠

点ではTwitterを社内情報共有に利用して

いる。その主な用途は次の通りである。

ITに関するニュースの情報共有1. 
企業の新たなサービスや買収動向などのニュー

スについて、内容とURLを記した情報を共有し
ている。

出張中の移動の状況報告2. 
筆者の所属する拠点では、常に数名が米国内外

に出張している。出張先のフライトの遅延やキャ

ンセル、出張先へ到着したことなど、状況が刻

一刻と変わる場合、スマートフォンからのリア

ルタイムコミュニケーションが便利である。

その他周知3. 
オフィス管理会社からの周知事項や、生活面で

の共有情報などを共有している。周知には社内

周知用アカウントを作成し、Twitterの非公開モー
ドであるDM機能を用いて非公開の周知を行っ
ている。

いずれも公開情報であり、社内の機密

情報は決して記すことはない。Twitterと

電子メールの使い分けや、セキュリティに

関する社員への教育は必須である。

筆者自身が使い続けて感じたメリット

は、社内電子メールの数が、実感できる

ほど減ったということである。ITに関す

るニュース情報の共有や出張時の移動・到

着報告などは、リアルタイム情報でなけれ

ば意味がない。言い換えると、電子メー

ルで半日後、1日後に読んでも、その時に

は情報の価値が下がっているか、情報の

価値自体がなくなっている。Twitterの場

合、発信はリアルタイムであるが、受け

取り手はリアルタイムではない場合がある

ので、電子メールとの使い分けには慣れ

が必要である。

大企業であれば、社内にTwitterのような

ソフトウェアをホスティングすることも可

能である。現在、YammerやHeadMixなど

の社内マイクロブログを提供する企業のソ

リューション導入事例も増えているようで

ある。このような社内マイクロブログを導

入している企業の事例をいくつか挙げる。
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まず、半導体大手のAMDは、世界中

に分散している様々なチームのコミュニ

ケーションに利用している。導入後、す

ぐに社員の20%がアクティブユーザと

なった。四半期に一度、社員に向けての

発表や説明を行っているが、発表はウェ

ブを使ったストリーミングで行われ、質

問やコメントは「つぶやく」ことが推奨さ

れている。

次に、家電大手のBest Buyでは、従来

から構築していた社内情報共有サイトに

マイクロブログ機能を統合させた。販売

員同士の情報共有により、いかに顧客満

足度を向上させるか、いかにメーカーや

製品の情報を共有するか、などが議論さ

れている。

（筆者作成）

表1 Twitterのビジネス利用例

企業 サービス

Dell
（Dell Outlet）

Dellのアウトレット品を販売するサイトである Dell Outletでは、タイムセール用のクーポンの配
布やカスタマーサポートに Twitterを用いて、知名度向上や新たな販売・サポートチャネルの確立
を行った。Twitter利用によって、300万ドルの売上貢献があったとしている。

PepsiCo

PepsiCoでは、実験的に Twitterによるカスタマーサポートを行っている。24時間対応しており、
特に製品や広告への批判など、好意的でない反応に対しては即座に対応し、その対応内容も公表し
ている。Pepsiの 80年代の CMに出演していたマイケル・ジャクソンが亡くなった時、PepsiCo
はすぐに Twitterで「Thank you, Michael」という追悼イベントを行い、CMファンに対する抱
え込みキャンペーンを行った。

Levis
ジーンズの若々しいイメージを普及させるため、大学を卒業したばかりの若者に Twitterによる独
自の広報活動を担当させている。イベントの裏側やジーンズのコーディネートなどの発信、Twitter
に書かれる要望に応えた様々な取材、イベントチケットやプレゼント応募なども行っている。

JetBlue
米国の格安航空会社 JetBlueでは、顧客サポートに Twitterを採用している。顧客からの問い合せ
への対応、フライトの遅延やキャンセル、予定変更など、何が起こっているかをリアルタイムに顧
客に情報開示することで、顧客の満足度を向上すると共に、問い合せを減らすことが可能となった。



 Report 1・・・リアルタイムサービス動向 ～リアルタイム情報の価値～

13

 Column 2

 Report 2

Column1

 Report 1

潮流IT

Vol. 39 Spring
2010

リアルタイムサービスのビジネス利用

マイクロブログは、そのリアルタイム性

を活かして、ニュース配信、企業のカス

タマーサポート、広告キャンペーンなど

のビジネス用途にも使われている（表1）。

例えば、米国での企業のカスタマーサ

ポートでは、電話やメールの他にリアル

タイム性を活かしたチャットサービスな

どのチャネルが導入されている。顧客と

のチャットサービスは1人のオペレータ

が複数の顧客と同時にチャットできて効

率が良い反面、内容が非公開であるため、

他の顧客が同様の問い合せをした場合も

同じ対応を繰り返す必要がある。

マイクロブログを使う場合、メッセー

ジの長さに制約はあるが、リアルタイム

性があり情報が公開されるので、他の顧

客はすでに出された問い合せに対する回

答を参照できる。

同様に、そのリアルタイム性を活かし

た時間限定の広告キャンペーンを提供す

ることが可能である。電子メールによる

広告キャンペーンは迷惑メールとして扱

われ顧客の目に入らない場合も多く、効

力が薄れている。マイクロブログの場

合、フォローしている店や企業からのメッ

セージのみが届くので、読んでもらえる

可能性が高い。

今後のリアルタイム
サービス

現在はコンシューマサービスが主流の

リアルタイムサービスであるが、今後は

エンタープライズ ITにも確実に影響を及

ぼすと予想される。

エンタープライズ領域でのリアルタイ

ムサービスには、スマートグリッドや

CEP（Complex Event Processing）などが

挙げられる。

スマートグリッド

現在、世界各地で展開中もしくは展開

予定のスマートグリッドとは、家庭や企

業・工場に設置されたスマートメータから

電力消費状況を取得し、効率的な電力発

電・利用を実現するものである。

筆者の住む米国西海岸一帯でもスマー

トメータ設置の通知が届くなど、スマー

トグリッドの開始を実感している。スマー

トメータからデータを一定間隔で取得す

るだけでなく、リアルタイムかつ双方向

で家庭の電力使用状況を把握・管理でき

る日も、それほど遠くないだろう。筆者

がスマートグリッド関係者数名に聞いた

ところでは、リアルタイムに情報を把握

したり家電のコントロールを行うにはス
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マートフォンが最適であり、スマートフォ

ン用のアプリケーションを初期段階から

提供したいとのことであった。

CEP（Complex Event Processing）

CEPは直訳すると複合イベント処理で

あるが、現在は、リアルタイムデータ処

理の意味で使われることが多い。従来の

データ処理では、あらかじめデータベー

スに格納したデータに対して分析などの

処理が行われていたが、CEPはあらかじ

め定義した処理内容に応じて、大量に届

くリアルタイムデータを処理する（図 7）。

データをいったん蓄える処理が不要なた

め、数ミリ秒単位でのデータ処理が可能

な製品もある。

CEPはその利便性から、金融業界や

RFIDなどのセンサーネットワークシステ

ム、ECサイト、予約システムなど幅広い

市場で使われはじめている。

図7 従来型とCEPのデータ処理

（筆者作成）

データはあらかじめ
蓄積され、

その後、分析される

従来型のデータ処理

事前設定された
処理内容

CEP

データは
リアルタイムに
分析される
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まとめ

本稿では、コンシューマ市場で急速に

普及しているリアルタイムサービスを紹

介し、そのエンタープライズ ITへの影響

と今後の予測について述べた。

ウェブの世界では、米国発でブログや

SNSなどが流行している。エンタープラ

イズでの利用については、徐々にはじまっ

ているものの、十分に普及したとはいえ

ない。おそらくTwitterのようなマイクロ

ブログも、同様に今後2年程度かけてエン

タープライズでのコミュニケーション手

段としての地位を確立するだろう。ただ

しブログやSNSとは違い、スマートフォ

ン上での利用に適していることは大きな

アドバンテージである。今後のスマート

フォンの普及と共にエンタープライズで

の利用環境も整えられ、企業での利用事

例も急速に増える可能性が高い。

日本企業の場合、スマートフォンこそ

普及していないが、企業 ITに携帯電話に

よるモバイルアクセスが組み込まれてい

る場合も多く、環境面ではすでに整って

いるといえる。あとは企業文化が課題で

あるかもしれない。

最後に、携帯電話とスマートフォンを

比較した場合、よりPCに近いスマートフォ

ンの方が企業内アプリケーションのブラ

ウザとして、また、SaaSやクラウドサー

ビスの端末としての可能性がある。日本

独自の携帯電話で企業内サービスを利用

する場合、PCで使うのとは画面も使い方

も全く別物であるが、スマートフォンの

場合は、PCとほぼ同じような画面と機能

が利用可能である。ただし、ジェスチャ

入力など新たな入力インタフェースに対

応する必要がある。

実際にSaaSサービスの提供企業であ

るSalesforce.comは、SaaSサービスに

アクセスするモバイル端末用のアプリ

ケーションを無料で提供している。現

在は、iPhone版、Windows Mobile版、

Blackberry版が提供されている。

リアルタイムサービスとスマートフォ

ンの普及により、「いつでも、どこでも、

同じサービスを提供する」という単なるモ

バイルアクセスから「リアルタイム性の高

い価値あるサービスを、どこでも提供す

る」というパラダイムに変わりつつある。

「Realtime as a Service」という言葉も出現

しており、情報が氾濫しつある中、リア

ルタイム情報・サービスの重要性は今後も

高まる一方である。
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アシスタントマネージャ
本橋　賢二

クラウド時代の「開発の見える化」
～クラウドコンピューティングの世界～

16 USInsight Vol.39 Spring 2010

 Column 2

Column1

 Report 1

 Report 2

潮流IT

Report 2

 PCの低価格化、ブロードバンドの普及、

OSやサーバの仮想化技術の進展により、コ

ンピューティングの中心はデスクトップから

ネットワークへと軸足を移している。時代

はクラウドコンピューティングとしてネット

ワーク上にあるサービスが主流になりつつ

あり、このようなネット中心へのパラダイム

シフトのもとでは、開発の仕方も従来とは

変わってくるに違いない。本稿では「開発

の『見える化』」に焦点を当て、ソフトウェ

アやシステム開発においても可視化を進め

ることによって効率的なプロセスが実現可

能であることを筆者の経験も含め考察する。

なぜ「見える化」が必要
なのか？

情報システムの歴史はメインフレーム

から始まり、クライアント／サーバによ

るオープン化、サーバの仮想化、そして

今もなおシステム基盤のクラウド化へと

進んでいる。これらのシステム形態の変

化に伴い、当初は業務の一部を代替して

いたコンピュータの役割も今では業務を

遂行する上では必要不可欠なものとなっ

ている。また一方でシステムの大規模化、

複雑化は避けられない状況にある。

システムの大規模化、複雑化が進む中、

システム開発の「見える化」が注目されて

いる。システム開発の各工程における「見

える化」だけではなく、もっと身近に開発

者のやるべき仕事を「見える化」すること

で、仕事の効率性を高めることができ、

高品質なシステム構築が可能となる。

ITの世界における
「見える化」とは?

システム開発においておおまかな流れ

（フェーズ）は次のようになる。

企画1. 

要件定義2. 

設計3. 

コーディング4. 

テスト5. 

リリース6. 

運用7. 
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Web2.0企業で広まりつつあるアジャイ

ル開発手法など、どのような開発手法を

とるにせよ、開発要素としては企画から

運用まで、どれも重要である。

ここで各フェーズにおいて常に問題に

なるのは、主に次の3つだろう。

システムへの要求がうまく捉えられな1. 
いこと

システムの構造が目に見えないこと2. 

システムの開発状況（進捗）が目に見え3. 
ないこと

2の「システムの構造が目に見えないこ

と」は、開発者側に深く関わる問題である

が、1の「システムへの要求がうまく捉え

られないこと」と、3の「システムの開発

状況（進捗）が目に見えないこと」に関して

は、ユーザ企業側も大いに関心のある問

題である。これらをどのようにユーザ企

業側と合意形成し、認識を共有していく

かが、プロジェクト成功の鍵となる。

それでは、プロセスが一貫してどのよう

に「見える化」されうるかも含め、まずは各

フェーズにおいて「見える化」への取り組

みがどのように行えるか、検討していこう。

システム開発における
「見える化」

要件の「見える化」

要件を「見える化」する最大の目的とメ

リットは、ユーザ企業と開発するシステ

ムの要求条件を合意し、お客様満足度を

向上することにある。

要件の「見える化」においては、大手シ

ステムインテグレータを中心とした検討

会がまとめた「非機能要求グレード」の取

り組みの例を紹介する（以下は同検討会の

HP※1より）。

“非機能要求グレード検討会では非機

能要求の見える化と確認の手段を実現

するため「非機能要求グレード」を検討

しました。非機能要求グレードでは要

件定義工程までに確認が必要な非機能

要求項目を体系的に整理し、項目ごと

にレベル付けした選択肢を提示するこ

とで、これまで受発注者の間で曖昧な

表現で意識あわせをしてきた内容を明

確に共有することができます。”

今のところ成果物として要件定義に盛

り込むべき「システム基盤の非機能要求に

※ 1 http://www.nttdata.co.jp/nfr-grade/
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関する項目一覧」が公開されており、次の

6つの大項目を中項目、小項目へとブレー

クダウンしている。

可用性（システムの耐性）1. 

性能・拡張性（システムの応答速度や 2. 
増設のしやすさ）

運用・保守性（システムの維持の 3. 
しやすさ）

移行性（システムの更改のしやすさ）4. 

セキュリティ（データの安全の度合い）5. 

システム環境・エコロジー（環境への 6. 
配慮）

「松竹梅ではないけれど、非機能要件を

メニュー化していくつかのグレードを用

意することで、『こういう目的のシステム

ならば、このグレードがいいのではない

か』と示せるようにしていく」（NTTデー

タ代表取締役副社長執行役員、重木昭信

（当時））※2

メニュー化のイメージとしては、例え

ば表1のようになるだろう。

システムの大小に限らず重要なのは、

ユーザ企業と開発者との間で要件を合意

形成することである。そのために一覧を

チェックリストとして利用することによ

り、ユーザ企業である発注者、受注者で

ある開発者が、システムで実現すべき運

用面の要求事項を決定する作業において、

情報システムの構築、実現に必要不可欠

となる非機能要求を効率的に検討できる

だろう。

このほかにも筆者は、システム開発の

際には要件定義の早い段階で、目的のシ

ステムがどのように使われるのか、とい

う「ユースケースシナリオ」の作成も重視

している。これは設計フェーズでのUML

のユースケース（後述）につながるもので、

システムがどういった局面で使われるか

をユーザ企業と一緒に検討し、想定され

る一般的なユーザ像を基にシステムの利

用方法をシナリオ化するものだ。

※ 2  http://www.atmarkit.co.jp/news/200804/14/request.html

表1 非機能要件メニュー化のイメージ

グレード 内容 値段

松 24時間356日完全無停止 ○○○万円

竹 障害復旧まで10分以内 △△△万円

梅 障害復旧は翌営業日 □□□万円

（筆者作成）
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一般的には「ペルソナ／シナリオ法」と

呼ばれるもので、ペルソナ（架空の人物）

を登場人物とする物語（シナリオ）を作る

ことで、想定されるシステムの利用パター

ン、すなわちインタラクションやシステ

ムの振る舞い、機能を明確化し、そこか

らデザインの要件を確定する手法である。

実際の成果物は文章で表現された物語

となるため、「見える化」の観点からは各

人の頭の中のシーンのひとつひとつとな

るが、実際のユーザが何を目的に、状況

においてどう考え、何を感じながら行動

するかを踏まえたデザインを行う基礎と

なるものであり、ユーザ企業との要件の

意識合わせに力を発揮する（筆者は主な利

用シーンを全体のサービスイメージとし

て絵を描いて添えるようにしている）。

設計・仕様の「見える化」

ユーザ企業から要件をヒアリングした

後は設計フェーズに移るが、設計・仕様を

「見える化」する目的は2つある。1つはシ

ステム開発において仕様を記述する際に、

文章だけでなく図示して「見える化」する

ことによって、開発者間での意思の疎通

をしやすくすること。そしてもうひとつ

はユーザ企業との合意形成をしやすくす

ることである。

相互に情報を正確に伝達するために、

コミュニケーションのツールとして設計

書を単純な図形で示すモデリングという

手法がある。簡単な矢印や四角などの記

号の意味を一度学習することで、誰でも

モデルが理解可能になるためだ。モデリ

ングには、形式化・標準化されている記述

様式を使用するのが理想的である。

このような標準化された図の代表的なも

のがUML（Unified Modeling Language

／統一モデル言語）であり、ソフトウェア

工学におけるオブジェクト指向開発のた

めに標準化された仕様記述言語である。

UMLで特に重要なのはユースケース

図、シーケンス図、状態遷移図、クラス図、

コンポーネント図、配置図などである。こ

のうちユースケース図の例を図 1に示す。

図1 UMLのユースケース図の例

（筆者作成）
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UMLを使うことで、誰もが同じルール

でモデルを書くことができる。しかし図

が単純なため、UML以外の設計図も作成

して補完した方がよいケースも多々ある。

例えばシステムアーキテクチャの概観な

どはブロック図で補うとよいだろう。

コーディング状況の「見える化」

コーディングの際、ソースコードの管

理やそのバージョン管理にはソフトウェ

ア構成管理ツールが利用できる。以前は

CVSがツールとして利用されることが多

かったが、最近はSubversionが利用され

るようになってきている。

図 2はオープンソースのソフトウェア開

発環境であるEclipseにSubversionのプラ

グインを組み込んだものである。これに

よりソフトウェアのチーム開発、バージョ

ン管理が効率的に行えるようになる。

筆者の開発プロジェクトにおいては、

開発チームのメンバーがネット上にある

Subversionのソースコードリポジトリに

修正したコードをコミット（アップロー

ド）すると、変更部分が開発メンバー全

員にメールで通知されるようにしている。

非常に単純な仕組みではあるが、どの部

分をどのように修正したかチェックする

ことができ、ソースコードの品質を確保

する面で開発の現場では必要不可欠なも

のとなっている。

これらツールのさらに一歩踏み込んだ

使い方としては、SubversionとTracといっ

た問題追跡システムの組み合わせがある。

このシステムの情報共有によって開発の

「見える化」を進める方法もあるが、詳し

くは別の機会に紹介したい。

パフォーマンス改善の「見える化」

ソフトウェアのパフォーマンスに関して

は、プロファイラと呼ばれるツールを利

用することにより、プログラムが自分の

意図通りに動作しているか、またプログ

ラムのどの部分がボトルネックとなって

処理に時間がかかっているのか、などを

知ることができる。これにより「見える化」

がそのまま改善（すべき部分）に直結する。

プロファイラはプログラムの余計な部

分を削るなどして高速化するために用い

図2
Subversionによる
バージョン履歴

（筆者作成）
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られることが多いが、ソフトウェア自体の

パフォーマンス改善だけでなく、Web2.0

の世界ではウェブサイトの表示パフォー

マンスを改善するためにも用いられてい

る。特にブラウザ（Firefox）に組み込んだ

プロファイラ（Firebug）が広く知られつつ

ある（図 3）。

システム配置の「見える化」

クラウドの時代に入り、仮想環境にサー

バを配置できるようになってきた。米ベ

ンチャー企業の3Teraは、ブラウザ上で

ネットワーク構成を描くとそのまま実際

のサーバ環境になるツールAppLogicを

提供している（図 4）。開発者はこれまで

Microsoft Office Visioなどでネットワー

ク構成図を描き、実際にサーバを個別に

プロビジョニング（システムの初期設定）

をしてきたが、このツールではネットワー

ク設計からサーバの配置までをクラウド

上で行えるようになっている。

運用管理の「見える化」

システム開発が終了し、サービスをリ

リースした後も、システムが正常に動作

しているかサーバの状況を可視化するこ

とにより障害をいち早く察知し、システ

ムの運用を迅速に対応できる。

より具体的には、サーバのサービスが

正常に動作しているか、ネットワークは切

断されていないか、CPUの負荷は正常範

囲内か、ディスクの使用量はオーバーし

ていないか、などを逐一チェックし、可

用性（Availability）のモニタリングを行う。

図3
Firebugによるウェブサイトの　
パフォーマンス測定

（筆者作成）

図4
3Tera AppLogicによる
サーバ構成

（参照：http://www.3tera.com/AppLogic/）
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図 5はオープンソースの監視システム

Nagiosの例である。このツールを使う

とブラウザ上から複数のサーバやネット

ワーク機器を一元的にモニタリングする

ことができる。障害があった際にはどこ

に問題があるのかアラートがメールで送

られてくる。

クラウド環境においては、米ベンチャー

企業のRightScaleのサービスを通して、

米Amazonが提供するクラウドコンピュー

ティングサービスであるAmazon EC2上

に構築したシステムを監視可能である

（図 6）。仮想サーバのリソース状況（CPU、

ネットワーク、ディスク、サービスの監

視など）をチェックし、問題が発生した場

合にはアラートメールを出したり、CPU

の負荷に応じてサーバを自動的に追加し

たりすることまで可能となっている。こ

のような自動化は従来人の手で行ってい

た作業を大幅に減らし、コスト削減につ

ながるものである。

プロジェクト管理の
「見える化」

ここまではシステム開発を企画・要件

定義から運用までを各フェーズに分け、

それぞれのフェーズごとに「見える化」の

取り組みが可能であることをミクロの視

点から眺めてきたが、プロジェクトの最

初から最後までプロジェクト全体を見渡

すマクロの視点からの「見える化」も重要

である。

図5 Nagiosによるサーバ運用状況

（筆者作成）

図6
RightScaleの
仮想サーバモニタ画面

（参照：http://www.rightscale.com/products/features/
adaptable-automation-engine.php）
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システム開発の現場を「見える化」する

ことで、より効率的で高品質なシステム

構築が可能になる。そして身近に自分の

やるべき仕事（ToDo）を「見える化」するこ

とで、より効率的かつ効果的に仕事を進

めることができるようになる。

進捗状況を把握するために数値化して

可視化すること、つまりシステム開発プロ

ジェクトにおける作業を何らかの形で数値

化することが「見える化」の第一歩である。

プロジェクトの「見える化」の第一の目

的はチーム内での合意をとることである

が、進捗レポートを作成してユーザ企業

へ逐一報告することもお客様満足度の向

上につながるだろう。

進捗状況の「見える化」

プロジェクト管理のツールといえ

ばMicrosoft Office Project（以下MS 

Project）が有名だろう。筆者がMS Project

を非常に素晴らしいと思う点を次のよう

にまとめてみた。

● ガントチャート作成機能
ガントチャート（図 7）が簡単に書ける。すなわち、
進捗管理が容易。

● 外部ツールとの連携

Outlook と併用するとスケジュールやタスク（仕
事）管理が連動できる。

● きめ細かなプロジェクト情報管理

統計情報を提供してくれる。プロジェクトの人的

リソースの単価計算などもすべて組み込めるた

め、厳密なコスト管理も行うことができる。

MS Projectは開発元のMicrosoftが自社

内で実際に使っているプロジェクト管理

ツールを販売しているものであり、機能

的にはまったく申し分ない。しかしなが

ら筆者の経験からはMS Projectには利用

する上での次のような課題もあると思う。

● ライセンス料

MS Projectの利用にはコストがかかる。小規
模なチームでのシステム開発ではそもそもMS 
Projectがカバーする機能は一部でよいし、すべ
ての機能はオーバースペックである。大規模な

チーム開発では各メンバーにライセンスを用意し

なければならない。

図7
MS Projectによる
ガントチャート

（筆者作成）
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● ポータビリティ

各部門間（や子会社などの間）でMS Projectのファ
イルをやり取りして情報共有する際に、相手が

MS Projectを持っていないとファイルを開くこ
とができない。このため、PDFに変換して保存す
るなど本来必要のない手間がかかる。

● 情報の一覧性

大規模なプロジェクトのガントチャートはもはや

一画面では収まりきれなくなり、タスクを増やし

ていくと見通しが悪くなっていく。もちろん図な

どの拡大縮小の機能は備わっているが、プロジェ

クトの進捗管理でメンバーが一堂に集まりプロ

ジェクタに映し出したいとき、紙に印刷して見た

いときなどの一覧性の悪さは避けられない（図 8）。

システム開発の際には筆者もできれば

MS Projectを使いたいのだが、以上の理

由から導入コストが安く、もっと一覧性

のよいツールがあればと思う。

それではほかに（コスト削減のため）

オープンソースベースなどで気軽に利用

できるものはないだろうか。

進捗と問題管理の「見える化」

ひとつの例として、ブログを応用する

方法がある。筆者の開発プロジェクトで

はプロジェクト管理ツールとしてブログ

に要件やタスクを入力し、その進捗状況

に対してコメントを残す形で問題管理を

している。実際には一般的なブログその

ものではなく、オープンソースのWeb2.0

フレームワークであるDrupal（フレー

ムワーク自体にユーザ管理の仕組みや

ブログシステムが組み込まれている）と、

CaseTrackerというモジュールを組み合わ

せて利用している（図 9）。

ポイントは、この問題管理の仕組みが

すでに導入済みのDrupalによるイントラ

ネットシステムの拡張であり、ブログや

ファイル共有の延長線上であるというこ

とである。セキュリティ面では、ログイ

ン認証などのサービスに対するアクセス

コントロールはイントラネットの設定が

そのまま引き継がれているため、組織の

グループやプロジェクトごとに問題管理

が行える。

図8
大規模プロジェクトにおける
MS Projectのガントチャート

（筆者作成）
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図 10のように検討項目票として決めら

れたフォームに従ってタイトル、優先度、

期限、実施者、ステータスを入力してイ

ントラネットサイトに登録すると、図 9

のように入力した項目がステータス（未着

手、実施中、完了など）に応じて色分けさ

れてリスト表示される。このようにタス

クのステータスがひと目でわかるように

なっている。開発メンバーにはできるだ

けタスクに進捗度合いや問題点などコメ

ントをつけてもらうようにし、進捗会議

のときはタスクひとつひとつをレビュー

する方法を採っている。

今のところガントチャートのモジュール

がないのが残念だが、フォームにはファイ

ルの添付もでき、一覧のリストは条件（プ

ロジェクト名、ステータス、実施者、優先

度）によってフィルタリングできる。従っ

てこの仕組みにより要件管理、進捗管理、

問題管理などを一元的に把握可能である。

　 　

「見える化」がもたらす
メリットとデメリット

「見える化」にはどのような利点がある

のだろうか？ここでは「見える化」のメ

リット・デメリットを考えてみよう。

「見える化」のメリット

特にプロジェクト管理の可視化におい

ては、今現在発生している問題を早期に

発見し、臨機応変にタスクの優先度を決

め、要件とのすり合わせを図ることがで

図10
CaseTrackerによる
検討項目票の例

（筆者作成）

図9 DrupalによるCaseTracker

  （筆者作成）
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きる。すなわち主なタスクは何か、プロ

ジェクトのメンバー間で合意形成を得る

ことができるのである。ユーザ企業側に

進捗レポートなどを報告したり、情報そ

のものを（ウェブやメールで）開示したり

する場合は、より透明性を確保できる。

これはプロジェクトがどのような過程で

行われたかをユーザ企業と共有すること

ができ、お客様満足度を向上させるため

にも重要である。

「見える化」のデメリット

メリットとして透明性が確保できる反

面、進捗がガラス張りになることによっ

て進捗の遅れが目立つと、メンバーのモ

チベーションそのものが下がってしまう

というデメリットもある。このようなケー

スに対しては、プロジェクトマネージャ

が適切にサルベージプランを示さねばな

らない。基本的にはタスクをさらに分割

していく。タスクの粒度をさらに細かく

し、個々がこなすタスクを簡単なレベル

まで分割すると進捗しやすくなり、モチ

ベーションをキープすることができる。

ただしメンバーの能力にあったタスクの

分割度合いをどの程度にすべきかが課題

である。

「見える化」のポイント

IT業界の「見える化」は今に始まった

ことではない。筆者の場合、進捗管理

のツールは入社当時の一太郎から始まり

Microsoft Office ExcelやProject、ここ何

年かはウェブベースとなったが、検討項

目やマイルストーンの設定、ToDo、問題

管理のリストなど、管理すべき項目は普

遍的である。

ウェブベースにするとツールを操作した

りレポートを別途作成したりするといっ

た余計な手間から解放され、入力したも

のがそのままプロジェクト管理の情報と

なる。時代と共にアクセスしやすくなっ

ている点は実は大きな変化かもしれない。

さらにウェブにプロジェクト情報を蓄

積していくことによって、図 11のように

どのプロジェクトのどのタスク完了率は

どの程度か、などの一覧も逐一「見える」

ようになる。

個々のタスクの管理に関しては、メン

バーへのひとつひとつのタスクの割り当

て、優先度、期限といった要素はプロジェ

クトマネージャとメンバーとの間で合意

を得て決めた方がよい。難易度やボリュー

ムが同じ仕事でも遂行できる能力は各メ

ンバーによって異なる。コンセンサスの
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おわりに

「見える化」のゴールは、現場のチーム

だけでなくユーザ企業とも目的のシステ

ム実現に関して合意形成（コンセンサス）

を図ると共に、プロジェクトを遂行する

中で発生する問題を迅速に発見し対処す

ることである。

ツールによって情報共有を図っても、ひ

とつの問題意識を各人がバラバラに持っ

ていては「情報」を「共有」したことにはな

らない。「見える化」をすればお客様の満

足度が高まるわけではないことも明らか

である。

システム開発において、ユーザ企業と

の「見える化」の実践を通して、お客様満

足度とは何かを考え、お客様満足度の向

上の手法を確立することが求められる。

それゆえに「見える化」とは、自らの仕事

の質を高め、生産性を向上させるための

実現手段といえるだろう。

ための打ち合わせをして時間がかかると

しても、後にタスクの進捗がプロジェク

トのメンバー間でガラス張りになること

を考えると、タスクのフェアな割り当て

が望まれる。メンバーに各タスクには責

任を持って取り組んでもらう意味もある。

「見える化」とは一言で言えば、現在起

きている問題点が常に「見える」ようにし

ておく工夫のことである。何よりも現場

のメンバーからの賛同が得られるように、

「見える化」によって何を求めるのか、目

的を明確にしながらトップが「見える化」

を牽引していくことも重要だ。

実は「見える化」は、リソース、コスト、

納期、品質管理といったお客様満足度を高

める第一歩であることを忘れてはならない。

図11
CaseTrackerの
プロジェクトタスク完了率

（筆者作成）
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企業向けメールサービスの進化に見える
SaaSからクラウドへの道

～水面下に沈んだSaaS～
NTT DATA AgileNetパロアルトオフィス マネージャ
筒井　邦弘

Googleは 2009年 5月、世界的な自動車部品メーカーである Valeoに対して、

Gmailを中心とした企業向け Google Apps Premier Editionの提供を発表した。 

対象ユーザは同社の全世界の従業員3万人※1。一企業への提供としてはこの時点

では過去最大の企業ユーザである。Googleは、2007年2月にGoogle Apps Premier 

Editionを発表してから、メールサービスに関して2008年6月にはGmailの実験的機

能を一般ユーザ向けに公開する「Gmail Labs」をオープンするなど企業向けのニーズ

に答えるように改良を重ねてきており、Gmailは2004年の開始当初のシンプルなウェ

ブメールからは比較にならない程の高機能なサービスとして進化している。もちろん

Googleの提供する企業向けサービスには相変わらず信頼性の問題がつきまとう。有料

サービス開始以降も何度か大規模な障害を起こしている※2が、それでもSLA（稼動率

99.9%）は維持している。これまでGoogleのメールサービスは中小企業を中心に顧客

数を伸ばしてきたが、より規模の大きな企業においても、有力な選択肢のひとつとし

て少しずつ進化しつつある。そしてこの進化は実はSaaS（Software as a Service）モデ

ルの浸透と、その先にあるクラウドコンピューティングの世界への移行を示すひとつ

の兆候といえる。

米国ではここ数年、中小企業を中心として、Googleよりもコストメリットは低い

が、より安定した企業向けメールサービスが徐々に浸透してきていた。2008年までで、

米国でもっともユーザ数の多かった企業向けメールサービスはUSA.NETが提供する

Micorsoft Exchangeサービスであった。提供メールボックス数は100万を越え、一日

のメール処理量は3,800万件、データ量は80テラバイトに達する巨大サービスである。

USA.NET以外にもSherWeb、123Together.com、Intermedia.NETなど多数のSaaS事

業者がMicorsoft Exchangeサービスを提供している。これらの企業の多くは2000年

※ 1 http://www.valeo.com/en/press-releases/details.html?id=100 Googleはそれまでにも米国バ
イオ企業であるGenentechへユーザ数およそ 2万人規模のサービスを提供していたが、やはり中小
規模以下の企業が主な顧客であった。

※ 2 主なもので2008年5月、2009年2月に数時間のサービス停止を起こしている。2009年5月にも障害
を起こし有料ユーザを含む全顧客の14%程度が影響を受けたといわれる他、2009年9月には2度に渡っ
て障害を起こしている。
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台前半からサービスを開始しており、ここ数年確実に利用者を伸ばしてきた。

メールサービスはSalesforce.comに代表される顧客管理の分野以外では最もSaaS

モデルの浸透した分野なのである。

この背景には IT投資削減への厳しいプレッシャーがある。メールシステムは最も身

近で重要なビジネスインフラであるが、莫大な投資を要するシステムでもある。近年

ではスパム対策などのセキュリティへの投資も必須となり、さらに今後はコンプライ

アンスへの対応も求められるなど、恒常的なアップデートが必要となる。また、サー

バ側でのメール保持に必要なストレージへの投資も莫大になってきている。メールシ

ステムでのSaaSモデル選択の必然性は高く、中小企業はもちろん大企業にとっても

有力な選択肢として導入されていくケースの増加は、止められない大きな流れといえ

るだろう。この流れを如実にあらわしているのが、Microsoftによる2008年11月に

Exchange Onlineサービスを含むMicrosoft Online Servicesの発表である。IBMも同

様にLotusLiveブランドを発表※3し、 そのほかCisco Systemsが新たにこの市場に参

入したこともこの方向性を裏付けている※4。 

これらの主要プレーヤがこぞって参入する背景には、この分野が、単なるSaaSの

発展ではなく、SaaSと融合したクラウドの世界でそのスケーラビリティを生かすこ

とのできるサービスとして有望視されているからとも考えられる。今後の企業向け

メールサービスに求められているのは、SaaSが提供する常に最新のサービスを利用

できるという点だけでなく、莫大なデータ量への対応とコストメリットの両立である。

Gmailがコンシューマ向けサービスの常識を変えた象徴となったように、クラウド上

でのメールサービスの普及が企業へのSaaS、そしてそこから続くクラウドへの浸透

を示す指標となっていくのではないだろうか。

※ 3 ホスティング型電子メールのベンダーであるOutblazeの買収により実現したメールサービスも含め
て 6種類の SaaS型コラボレーション・ソリューションを Lotusphere 2009において発表。

※ 4 Ciscoは2008年にホスティングメール企業である米PostPathを買収しており、すでにそろえたイン
スタント・メッセージングやウェブミーティングなどと融合させたソリューションを2009年11月にリ
リースした。
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Amazon.comの電子書籍リーダーであるKindleは、すでに250万台以上が全世界に

普及している。一方、そのライバルといわれているAppleの iPadも2010年4月に発

売され、米国では電子書籍の普及が見込まれている。本稿では、米国の電子書籍を取

り巻く状況について紹介し、それらが出版業界に与える影響について推測する。

電子書籍リーダーの状況

米国で展開中・展開予定の電子書籍ビジネスを表 1にまとめた。

（筆者作成）

表1 米国で展開中・展開予定の電子書籍ビジネス

コンテンツ 端末 出版社 備考

Amazon

Kindle Storeを世界展開。
英語以外にもスペイン語、
フランス語、ドイツ語の
書籍あり。現在はほとんど
の書籍が$10以下で購入
可能

専用端末のKindle DX
やKindle2 Global 
Wireless、iPhone、
Blackberry用アプリ、
WindowsやMacなど

McGraw-Hill、Random 
House、HarperCollins、
Macmillanなど米国大手
が中心

Amazonが設ける電子書
籍の販売価格や販売地域
などに関する基準を満た
した出版社への印税率を
従来の35%から70%に
引き上げ

Apple

iBookStore展開予定 iPadを発売。
専用アプリの iBookは
iPhoneや iPod Touchで
展開予定

HarperCollins、
Macmillan、Penguin
などの米国大手出版社と
提携すると発表

Google

Google Books展開中 Android用アプリを展開
する模様

米国ではArcadia、
Crossway他と提携して
いる模様

Google Booksを世界展
開。登録すると全ページ
の20%がGoogle Books
を通じて無料閲覧可能。
Google Editionsで電子
書籍が売れた場合は63%
が版元の収入

Barnes & 
Noble

eBook Storeを展開中 Nook端末、PC、
スマートフォン（iPhone、
BlackBerry）から利用
可能

未発表

Sony

Sony Reader Pocket Edition、
Reader Touch Edition、
Reader Daily Editionの
3種類。PC閲覧も可能

未発表
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電子書籍リーダーの普及が出版業界に与える影響

2010年1月のAmazon.com発表※1によると、Amazon.comにおいて電子書籍と印

刷物の書籍の販売比率は6対10まで近づいており、2009年4Qの利益は前年度に比

べて71%向上するなど、電子書籍はAmazon.comのビジネスに大きく貢献している。

The Association of American Publishers※2が発表したデータでは、2009年に全米で

売れた書籍は約51.3億ドルに対し、電子書籍は1.7億ドルで、その割合は僅かに3.3%

である。ただし、電子書籍の売上の伸び率は大きく、Appleの iPadが販売されれば、

全書籍の売上の10%以上が電子書籍になる可能性は高い。

※ 1 http://phx.corporate-ir.net/phoenix.zhtml?c=176060&p=
irol-newsArticle&ID=1380453&highlight=

※ 2 http://www.publishers.org/main/PressCenter/Archicves/2010_February/
SalesUp4.1in2009Release.htm

※ 3 http://www.uga.edu/news/artman/publish/100125_Kindle.shtml

図1 全書籍の売上と電子書籍売上 
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（※ 2を基に筆者作成）

一方、新聞はどうだろうか？米国主要新聞は電子版を展開しているが、有料で購読す

る読者は少ない。実際、米国ジョージア大学の調査※3による、Kindle等で電子版の新

聞を購読する読者は少ないだろうという結果もある。今後、新聞が目指すものが単なる

紙面の電子化に留まるのか、インタラクティブな電子書籍リーダーならではの特性を

活かした全く別のメディアを目指すかで、新聞の電子化の将来は大きく変わるだろう。
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